
令和６年度全国科学博物館活動等助成事業実施報告 

美幌博物館 学芸員 鬼丸和幸 

 

課 題 名 ホタルを題材にした教育普及書の制作 

交付番号 ２４００１ 

 

 標題助成事業につきまして、下記のとおり実施いたしました。 

事業実施期間 令和６年４月１日～令和７年３月２６日 

事 業 主 催 美幌博物館 

事業実施結果 美幌博物館で推進しています自然教育活動の一環として、長年ホタル類の

調査研究・自然啓蒙活動を進めてきた成果を踏まえ、一般の方々がホタル類

（広く昆虫）に対して、身近な存在として興味を抱いてもらうきっかけづく

りを目的として、ホタル類を題材にしました自然教育普及書を刊行し、美幌

町周辺の各小中高等学校、北海道内外の博物館・美術館施設・・図書館施設、

自然教育関連施設等へ無料配布しました。 

自然教育普及書 

仕 様：縦 172×横 189 ㎜、本文 89 ページ（表紙・裏表紙除く）、オールカ

ラー印刷、無線綴じ製本、背表紙つき、本文：ユーライト 90 ㎏、

表紙・裏表紙：ユーライト 135 ㎏ 

内 容：国内に生息するヘイケボタル、ゲンジボタル、ヒメボタルの生息

地を訪ねた際に撮影したホタルの行動写真や生息環境写真等を、

解説文やイラストとともに編集・配置した内容としました。 

配布先：美幌町周辺の小中高等学校、北海道内大学研究室、北海道内自然

教育・研究関連施設、北海道内外博物館・美術館、北海道内外図

書館など計 650 か所に無料配布しました。 

     刊行しました教育普及書は、読み手が気軽に写真や文章を通して、ホタル

が発する情感を感じてもらえるように、学術的な硬い表現はなるべく避

け、ホタルの生態的な特徴や著者の思いや感じた事等は、紀行文的な平易



な文章にして右ページに、写真は左ページに配置して、1つの話題を見開

きで読むことができる形式を基本構成としました。内容は、北海道に生息

するヘイケボタルの話題を土台としていますが、本州産のヘイケボタル

や、北海道には自生していないゲンジボタルや、ヒメボタルについての話

題についても取り入れ、ホタルそれぞれの生息環境の特徴や生態の特徴を

対比させ合うことで、ホタルが有する生息環境やその暮らしぶりの多様性

を感じてもらえ、より深くホタル（昆虫・自然）への興味関心を広げられ

るように工夫しました。 

    従来のホタルを題材にした書籍のほとんどが、本州におけるホタルの生息

地環境や生態の特徴などを基本にして紹介されており、北海道で見られる

ホタル（例えばヘイケボタル）が持つ生息環境や生態の面白さ等に触れら

れていない現状もあるため、本教育普及書の中では、北海道というユニー

クな地域性を持った地域で暮らすホタルの話題も十分に紹介することで、

ホタルを通して、生き物を育んでいる日本の自然環境の豊かさや、昆虫が

持つ生命の不思議さについて、多くの方々に理解を深めてもらうきっかけ

を提供できたのではないかと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 



 



 

 


